
全組合員参加の運動で、
災害に強い職場と平和な社会を実現しよう！ 東日本旅客鉄道労働組合（ＪＲ東労組）
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2012 秋のたたかい2012 秋のたたかい
【取り組み期間】
　９月～１１月
　（８月は意思統一期間とし、全組合員への周知・徹底を図る）

◇具体的課題
１．被災線区の鉄路での復旧と地域の復興を成し遂げ、災害・異常時

に強い鉄道と安全で働きやすい職場をつくりだす取り組み
２．えん罪のない平和な社会と脱原発で命と生活を守り抜く取り組み
３．国鉄改革から25年！職場の声を基礎に分会要求改善と政策実現

に向けた取り組み

　JR東労組は国鉄改革を経て、結成から25年が経過し、83％を超える組合員を擁する組
合になりました。つくり出せた根拠は、当たり前の労働運動を推し進め労働条件の維持向上、
働きがいのある職場環境、福利厚生面の改善を勝ちとってきたことや、国鉄改革の原点を
忘れず「抵抗とヒューマニズム」を掲げ、社会貢献活動をはじめ安心して暮らせる社会を目
指した運動を積み上げてきた結果です。原因究明委員会、旅のプレゼント、足尾の森づくり、
一人1週間10円カンパを通じて19校に及ぶ中国小学校建設、アフガニスタンのカレーズ
（井戸）堀り支援等々、「抵抗とヒューマニズム」の精神を大きく育んできた結果とも言えま
す。そのことは、3．11東日本大震災で、業務中死傷者ゼロに繋がった要因とも言えます。
　また、一方でJR東労組の平和運動を含めた当たり前の組合活動の破壊を目的とした、え
ん罪・JR浦和電車区事件をはじめ、JR東労組は様々な組織破壊攻撃を受けてきました。
　私たちは組織破壊攻撃に対して怯むことなく、組合員・家族の利益を守るためJR東労組
運動の前進をもってはね返してきました。
　「全組合員の参加を基礎とした運動」「抵抗とヒューマニズム」に裏うちされたJR東労組
運動を次の世代にしっかりと継承していくことが今、求められています。分会執行委員会、
情宣活動、共済活動、レク・サークル活動などによって、分会の組合員同士の信頼関係を
深め組織強化を目指し、更に前進するために秋のたたかいを全組合員参加でつくりあげま
しょう！

◆全組合員で職場の問題を確定し、要求解決に向けて声を出そう！
　ＪＲ東労組は発足当初から『働きがい』をスローガンにして、労働条件の改善に取り組んできまし
た。
　現在の職場は決して当たり前のようにあったわけではなく、国鉄改革以降、多くの先輩たちが職場
に発⽣する問題を明確にし、全組合員で改善要求を実現させてきた結果です。
　しかし、近年では会社施策や東日本大震災によって、働く環境は大きく変化しています。もう一度、
自分の職場を捉え返してください。こんな職場になっていませんか？

　問題は常に職場で発⽣します。それは、安全輸送、サービスや収⼊の確保など、日々の業務を遂⾏
している場だからです。働いている私たちの要望や意⾒を訴え改善しなければ、安全の確保はもとよ
り、良質なサービスは提供できません。
　分会で職場集会や座談会を開催し「声」を集約しましょう。そして現場⻑に「意志」として要求し
ていきましょう。組合員一人一改善要求を掲げ、「働きやすい職場」を実現させていきましょう。

① 息抜きができる休憩室になっていない
② 分からないことが聞きづらい
③ 天候や災害に対する情報収集ができない
④ 廊下での声がうるさくて十分な仮眠がとれない



◆「ＪＲ東日本の奇跡を生んだ組合員の声」の活用と職場検証運動
　東日本大震災から１年５ヶ月が経過しました。東日本大震災の影響で
地震活動が活発化していることを受け、東京大学地震研究所は、首都圏
でマグニチュード（Ｍ）７級の直下型地震が４年以内に７０％の確率で
起きる可能性があると指摘しています。
　私たちは３. １１東日本大震災に遭遇したＪＲ東労組組合員のうち、
１万１，２１７人の声をまとめた『ＪＲ東日本の奇跡を⽣んだ組合員の
声』という冊⼦を発⾏しました。就業中の社員のみならずお客様の死傷
者を出さなかった教訓は、現場の判断が的確であり、職場の⼒が発揮さ
れたことです。
　災害に強い鉄道づくりとは「災害に強い職場」をつくることなのです。
そのためには、もの⾔える職場風⼟づくりと、各職場や線区において災
害・異常時に起こりえる事象と対策を打ち⽴てることが重要です。
　しかし、今の東日本会社はもの⾔えない職場にするために、職場での
組合活動を意図的に規制し、情報源であるＴＶを撤去したり、極めつけ
は、議事録確認から「安全」に関わる文書の削除を強要し、“組合色”の強い組合員を排除している
ことです。私たちは「原⼦⼒ムラ」に群がった推進者たちが批判的意⾒を⾔う者を排除し、原発事故
を引き起こしたことを認識し、職場が「想定外」を無くすための検証運動を展開する必要があります。

◆えん罪のない平和な社会と脱原発で命と生活を守り抜く取り組み
１．全分会統一職場集会を開催しよう！！

日　時：２０１２年８月２８日（⽕）〜３１日（⾦）
場　所：職場会議室等

２．「弾圧から１０年！ 美世志会と共にえん罪のない社会を目指す
� １１・１大集会（仮称）」を成功させよう！！

　浦和電⾞区事件の最⾼裁の不当決定が出されました。私たちは、え
ん罪のない社会をつくり出す広範な連帯を求め、えん罪ネットワーク
づくりの第一歩として、えん罪被害者の方々やえん罪被害者を支援し
ている方々との支援・連帯を強化していくための集会をおこないます。

日　時：２０１２年１１月１日（⽊）１３：３０〜
場　所：日比谷公会堂
規　模：２, ０００名
主催者：ＪＲ東労組・えん罪ＪＲ浦和電⾞区事件を支援する会

３．脱原発集会への主体的な参加と創造的な取り組みを展開しよう！！

◆グループ会社の労働条件を改善し、働きがいのある職場を創り出そう！！
　ＪＲ東日本では、第⼆の大量退職期を迎え、多くの組合員がエルダー制度を担い、グループ会社や
本体で活躍しています。しかし、エルダー組合員やグループ会社に採⽤された元グリーンスタッフの
仲間から、年間休日数などの労働条件や、「食事するテーブルがない」「休憩室が狭い」などの労働環
境の改善を求める声が多く出されています。そして、厳しい労働条件下で退職するエルダー組合員が
後を絶たない状況です。
　「グループ会社と一体となった業務体制のさらなる推進」では、今後１，０００名を超える若年出向
が発⽣します。働きがいのある職場で安心して働くことこそが、安全性と技術⼒を向上させるために
最も重要です。
　それはＪＲ社員であっても、グループ会社に働く仲間であっても、変わることはありません。
　秋のたたかいでは、グループ会社に働くエルダーや元グリーンスタッフの仲間たちの声を把握し、
労働条件・労働環境の改善に向けて、ＪＲ本体やグループ会社との議論をおこなっていきます。

◆グリーンスタッフの正社員制度化実現と営業職場の未来を創り出そう！！
　本部は、「営業職場の将来をつくり出すプロジェクト会議」を開催し、駅の将来像をこの間の施策
の検証や職場実態を踏まえて検討を開始しました。プロジェクト会議では、営業職場の逼迫する要員
問題の根幹をなす駅のライフサイクルや、正社員の教育を契約社員がおこなっている現状など議論を
重ねてきました。一方で、会社は「中央ラインモールプロジェクト」として、新たな業務委託のあり
方を検討しています。
　駅に働く組合員の声は、現在の職場環境のままでは将来展望ばかりか、自分の職場が業務委託され
る姿が容易に想像でき、そのことに不安が増す
ばかりです。
　もう一度、社員にしかできない業務とは何か。
技術や知識を継承する教育体制とは何か。駅に
⻑くとどまらないライフサイクルをどのように
⾒直す必要があるのかを考え、実際に駅業務の
中軸を担うグリーンスタッフとともに、営業職
場の未来を実現しなければなりません。

中央ラインモールプロジェクトとは？・・・
　三鷹駅〜⽴川駅間の⾼架下約９㎞を商業スペース
として整備・開発し、地域の活性化を目的としたプ
ロジェクト。
　また、駅業務を中央ラインモール会社に委託し、
駅に⼊るショッピングセンターと駅業務を一括して
管理し、「鉄道サービス」と「⽣活サービス」を一
元的に提供するというもの。

◆６５歳定年制の実現に向け、全組合員で議論を展開しよう！！
　２００７年６月、年⾦満額支給開始年齢までの⽣活設計を安定したものとすることを目的に、新た
な再雇⽤制度「エルダー社員制度」を勝ち取りました。しかし、年⾦支給開始年齢が段階的に引上げ
られている中で、２０１３年度からは年⾦未支給期間が⽣じ、定年年齢の⾒直しが必要になります。
　私たちは、「人事・賃⾦制度⾒直し」交渉を踏まえ確認した『６０歳以上の雇⽤条件に係る了解事
項』をもとに、６５歳までの安定した雇⽤を確保するため、定年延⻑を実現する申し⼊れをおこない
議論を開始します。
　全職場から６５歳まで働ける業務内容や労働環境などを考え、様々な視点から要求をつくり出し、
実現に向けたたたかいをつくり出しましょう。

◆森びとプロジェクトと連携し、
� 「いのちを守る南相馬市・防潮堤の森づくり」運動
　今後、１０年間で組合員毎年２ポットを目標に取り組み、
「１００万本のポット苗づくり」を取り組みます。
この取り組みは、東日本大震災からの鉄道の復旧と地域の復
旧・復興に向けた取り組みにも繋がります。


